
  

１．平成25年12月期の連結業績（平成25年１月１日～平成25年12月31日）  

  

  

  

  

(注) 平成24年12月期第２四半期より連結財務諸表を作成しているため、平成24年12月期の対前期増減率については記載
しておりません。 
平成24年12月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、希薄化効果を有し
ないため記載しておりません。  
  
（２）連結財政状態  

  

  
（３）連結キャッシュ・フローの状況  

  
２．配当の状況  

  
３．平成26年12月期の連結業績予想（平成26年１月１日～平成26年12月31日）  
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績  （％表示は対前期増減率）
  売上高  営業利益  経常利益  当期純利益  
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年12月期  20,562 24.0 335 93.4 327 94.2 182 70.7 
24年12月期  16,583 － 173 － 168 － 107 － 

（注）包括利益  25年12月期  181百万円 （57.7％）    24年12月期  115百万円 （－％）  

  
１株当たり  
当期純利益  

潜在株式調整後  
１株当たり当期純利益  

自己資本  
当期純利益率  

総資産  
経常利益率  

売上高  
営業利益率  

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
25年12月期  92.96 91.47 10.9 5.7 1.6 

24年12月期  54.55 － 7.0 3.5 1.0 

（参考）持分法投資損益  25年12月期  －百万円   24年12月期  －百万円 

  総資産  純資産  自己資本比率  １株当たり純資産  
  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年12月期  6,620 1,776 26.8 869.09 
24年12月期  4,907 1,574 32.1 802.68 

（参考）自己資本  25年12月期  1,772百万円   24年12月期  1,574百万円 

  
営業活動による  

キャッシュ・フロー  
投資活動による  

キャッシュ・フロー  
財務活動による  

キャッシュ・フロー  
現金及び現金同等物  

期末残高  
  百万円 百万円 百万円 百万円 

25年12月期  322 △35 93 1,445 
24年12月期  91 86 △183 1,066 

   年間配当金  配当金総額  
(合計)  

配当性向  
（連結）  

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末  合計  

   円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
24年12月期  － 11.50 － 11.50 23.00 45 42.2 2.9 
25年12月期  － 11.50 － 11.50 23.00 46 24.7 2.6 
26年12月期（予想） － 13.50 － 13.50 27.00    30.6    

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高  営業利益  経常利益  当期純利益  
１株当たり  
当期純利益  

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 11,700 18.2 244 118.9 240 127.1 144 161.7 70.61 

通期  21,800 6.0 310 △7.7 300 △8.4 180 △1.5 88.26 



※  注記事項  

  
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

  

  

  

  
（３）発行済株式数（普通株式）  

  
  
（参考）個別業績の概要  
平成25年12月期の個別業績（平成25年１月１日～平成25年12月31日）  

  

  

(注) 平成24年12月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、希薄化効果
を有しないため記載しておりません。  
  
（２）個別財政状態  

  

  
※  監査手続の実施状況に関する表示  

 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品

取引法に基づく連結財務諸表に対する監査手続が実施中です。  
  
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１.経営成績・財政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」を

ご覧ください。  
  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無     

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無     

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無     

③  会計上の見積りの変更                ： 無     

④  修正再表示                          ： 無     

①  期末発行済株式数（自己株式を含む）  25年12月期  2,039,400株 24年12月期  2,011,500株 

②  期末自己株式数  25年12月期  －株 24年12月期  49,500株 

③  期中平均株式数  25年12月期  1,965,212株 24年12月期  1,962,000株 

（１）個別経営成績  （％表示は対前期増減率）
  売上高  営業利益  経常利益  当期純利益  
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

25年12月期  20,430 23.4 362 91.1 363 91.2 220 83.1 
24年12月期  16,561 17.4 189 9.5 190 13.0 120 8.8 

  
１株当たり  
当期純利益  

潜在株式調整後  
１株当たり当期純利益  

  円 銭 円 銭 
25年12月期  111.99 110.19 
24年12月期  61.25 － 

  総資産  純資産  自己資本比率  １株当たり純資産  
  百万円 百万円 ％ 円 銭 

25年12月期  6,656 1,826 27.4 893.87 
24年12月期  4,915 1,588 32.3 809.38 

（参考）自己資本  25年12月期  1,822百万円   24年12月期  1,588百万円 
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１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

(当連結会計年度の概況) 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、不安定な海外景気等、一部に懸念があったものの、各種政策への期待を

背景に企業の設備投資も徐々に改善の兆しが現れるなど、景気は回復傾向で推移いたしました。 

 当社グループが属するコンピュータ販売業界におきましては、Windows XPのサポート終了に伴う切り替え需要が

顕在化いたしました。 

 このような状況の下、当社グループは強みである在庫戦略を積極的に展開し、価格優位性を活かした在庫商品の

販売に注力してまいりました。 

 以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高は20,562,546千円、経常利益は327,369千円、当期純利益は

182,686千円となりました。 

  

① 情報機器販売事業 

 Windows XPのサポート終了に伴う切り替え需要により、法人向けコンピュータ市場においては、商品の供給が

一部不足する状況も見られました。当社グループは独自の在庫戦略によって商品の確保に努め、販売機会を逃す

ことなく販売台数を順調に伸ばし、売上高は15,940,291千円（前年同期比30.0％増）、営業利益は376,118千円

（前年同期比86.0％増）となりました。 

② アスクルエージェント事業 

 既存取引先の稼働促進や新規取引先の拡大により売上高は堅調に推移いたしました。その一方で、５月から事

業を開始した沖縄でのアスクル事業展開を目的とした子会社（株式会社らくさあ）において、新規顧客開拓のた

めの販促活動費やカタログ発送費により販売費及び一般管理費が増加いたしました。以上の結果、売上高は

4,621,567千円（前年同期比7.1％増）、営業損失は39,972千円（前年同期は営業損失23,707千円）となりまし

た。 

③ その他 

 その他におきましては、派遣事業等を行っております。 

 その他全体での売上高は687千円（前年同期比84.4％減）、営業損失は167千円（前年同期は営業損失4,825千

円）となりました。 

  

(次期の見通し) 

 次期の見通しにつきましては、消費税増税や海外景気の下振れにより国内景気が下押しされるリスクはあるもの

の、企業の設備投資の持ち直し等により、国内景気は回復基調で推移するものと思われます。 

 このような経営環境の中、当社グループは市場ニーズを的確に把握し、新たな事業戦略及び新規事業の確立に取

り組むとともに、更なる発展のために継続して社内研修・訓練など人材育成に注力してまいります。また、当期に

導入した営業支援システムの活用により、営業の効率化を図り、収益力向上に努めてまいります。 

 現時点における平成26年12月期の連結業績見通しにつきましては、売上高218億円、経常利益３億10百万円、当

期純利益１億80百万円を計画しております。 

  

（２）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 総資産は「受取手形及び売掛金」の増加等により、前連結会計年度末と比べて1,713,796千円増加し、

6,620,805千円となりました。 

 負債は「買掛金」の増加等により、前連結会計年度末と比べて1,512,229千円増加し、4,844,378千円となりま

した。 

 純資産は「利益剰余金」の増加等により、前連結会計年度末と比べて201,566千円増加し、1,776,426千円とな

りました。この結果、自己資本比率は26.8％となりました。 
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② キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて

379,410千円増加し、1,445,884千円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は322,034千円（前連結会計年度比230,507千円の資金増）となりました。これは

主に、「売上債権の増加額」及び「たな卸資産の増加額」が増加したものの、「仕入債務の増加額」が増加した

ことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により使用した資金は35,998千円（前連結会計年度比は122,221千円の資金減）となりました。これは

主に、「定期預金の払戻による収入」が減少したことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により得られた資金は93,374千円（前連結会計年度比は276,659千円の資金増）となりました。これは

主に、「短期借入金の減少額」及び「長期借入金の返済による支出」の増加があったものの、「長期借入れによ

る収入」が増加したことによるものです。 

  

  

当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 

自己資本比率：純資産／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※いずれも連結ベースの財務諸表により計算しております。 

※株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースとして計算しております。 

※キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。有利子負債は貸借対照表に計上されている

負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としております。 

※当連結会計年度より連結財務諸表を作成しているため、前期以前の推移については記載しておりません。 

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、株主の皆様への利益還元の充実を重要な課題のひとつと考えており、当期の配当金につきましては、中

間配当11円50銭に期末配当11円50銭を加えた年間23円を予定しております。 

 次期の配当金につきましては、中間配当13円50銭、期末配当13円50銭、年間27円を予定しております。今後も株

主の皆様への安定的な利益還元や業績の伸展、配当性向等を勘案し、積極的に取り組んでまいります。 

  

   平成24年12月期 平成25年12月期 

自己資本比率（％）  32.1 26.8 

時価ベースの自己資本比率（％）  19.0 47.8 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率

（年） 
 13.2 4.0 

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（倍） 
 9.3 31.4 
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（４）事業等のリスク 

 当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況、財務諸表等に関する事項のうち、当連結会

計年度末現在において、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがありま

す。なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

① 情報機器販売事業について 

1）価格競争の動向について 

 事業の中心であるコンピュータ販売では、法人、個人とも国内市場は飽和状態にあり、代替需要が中心とな

っております。商品の低価格化も進んでおり、今後、市場全体（販売台数・販売金額）の伸びは緩やかなもの

にならざるを得ません。その中でインターネットの価格比較サイト等による商品価格情報の提供やメーカー直

販による低価格販売により、コンピュータ及び周辺機器の価格に対する競争は激しさを増しています。 

 当社グループは、売れ筋商品に限定した在庫を保有し仕入価格を下げることにより、価格優位性を保ち価格

競争に巻きこまれることのない経営を行っておりますが、今後のコンピュータ業界の動向によっては当社グル

ープの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

2）在庫商品の陳腐化について 

 当社グループは、在庫商品について適切に管理・運用しておりますが、コンピュータのライフサイクルが比

較的短いため、保有在庫の陳腐化等により、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

② アスクルエージェント事業について 

 当社グループは、アスクル株式会社が行っている事務用品の通信販売事業「ＡＳＫＵＬ」の代理店業務を行っ

ております。今後、アスクル株式会社の経営方針の変更や市場での競争激化による利益率の低下等によっては、

当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

③ 情報管理について 

 当社グループでは業務に関連して多数の企業情報を保有するとともに、個人情報取扱業者として多数の個人情

報を保有しております。これらの情報の管理については、社内規程を制定し、その遵守に努めております。ま

た、一般財団法人日本情報経済社会推進協会よりプライバシーマークの付与認定を受けており、定期的に従業員

に対する教育を行っております。しかしながら、予期せぬ事態により情報が漏洩した場合には、損害賠償請求や

社会的信用下落等によって、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

④ 人材の確保について 

 今後の事業拡大にあたり、人材の確保は必要不可欠であります。 

 当社グループは採用活動に積極的に取り組んでおりますが、雇用環境の変化により人材の確保が計画通りに進

まない場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

⑤ 株式価値希薄化について 

 当社グループはストックオプション制度を採用しており、当社取締役、監査役及び使用人に対して新株予約権

196,400株相当、潜在株式を含めたシェア8.7％を付与しております。かかる新株予約権は、使用人等の業績向上

に対する意欲や士気をより一層高めるものでありますが、新株予約権が行使された場合には、１株当たりの株式

価値が希薄化する可能性があります。また、新株予約権により取得した株式が市場で売却された場合は、需給バ

ランスに変動を生じ、適正な株価形成に影響を及ぼす可能性があります。 
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２．企業集団の状況 

 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社及び連結子会社２社の計３社で構成され、情報機器販売事業、ア

スクルエージェント事業を主たる業務としております。当社グループの事業内容は次のとおりであります。 

（１）情報機器販売事業 

① コンピュータ事業 

 当社グループは、法人ユーザー（主に上場企業及びその関連会社、従業員が100人以上でかつ情報システム担当

者が設けられている法人）、システムインテグレータ、その他販売店等をターゲットとして、サーバ、コンピュ

ータをはじめ、プリンタ、トナー、周辺機器、ネットワーク関連機器、ビジネス用ソフトウェア等を販売してお

ります。ユーザーのニーズに合わせ、様々なメーカーの製品からそれぞれ優れたものを選んで組み合わせ、販売

するマルチベンダーであります。 

 また、当社グループは売れ筋商品を大量に仕入れることによって、低価格での販売と早い納品体制を作ってお

ります。企業の部署単位での入れ替え、機器の故障、従業員の増加、部署移転などに伴う小規模及び随時の需要

に注目し、電子メール及びＦＡＸにて頻繁に価格情報を提供することにより、ユーザーに需要が発生した際に即

時に受注につながる体制を作っております。 

② サービス＆サポート事業 

 当社グループは、コンピュータ事業において取引を開始したユーザーを中心に、オフィス全般の設置保守作

業、ＬＡＮ配線等のネットワークインフラ構築、電話配線作業、オフィスレイアウト、ヘルプデスクの運営、デ

ジタルコンテンツの制作等の付加価値の高いサービス提供を行っております。 

  

（２）アスクルエージェント事業 

 当社グループは、アスクル株式会社が行っている通信販売事業「ＡＳＫＵＬ」の代理店業務、事務用品、オフィ

ス家具等の販売を行っております。 

 情報機器販売事業によって取引を開始したユーザーをはじめ、中小事業所から大手企業に対して、インターネッ

ト経由ならびにＦＡＸでの注文によるオフィス関連用品の翌日配送（一部、当日配送）サービスを提供しておりま

す。 

  

以上で述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 
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３．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

 当社グループは、「ユーザーニーズ実現企業」として、すべてのステークホルダーとの長期的に安定した共存共

栄を目指すことを経営理念に掲げております。企業価値の向上を図り、当社グループを支持していただいている株

主、顧客、取引先の皆様の期待にお応えしていくことを目標として、事業活動を展開しております。 

  

（２）目標とする経営指標 

 当社グループは、販売を中心とする企業であり、企業の発展と存続を示すものとの観点から、売上高の安定的拡

大ならびに事業の収益力を示す営業利益、経常利益を指標として重視し、これら指標の継続的向上に努めてまいり

ます。 

  

（３）中長期的な会社の経営戦略 

 当社グループは、経営基盤のさらなる安定と継続的な成長を目指し、常に企業価値を高めるために、以下の目標

に前向きに取り組んでまいります。 

① 利便性の追求 

 コンピュータ販売を中心に、アスクル代理店業務、ＩＴサービス等の各事業により、ユーザーとの強力な取

引関係を築き、常に新しい商材・サービスを提供し続けることで、ユーザーにとって一番利便性が高い企業を

目指します。また、首都圏で培ったビジネスモデルを全国に展開することによって、首都圏以外のユーザーに

対しても同等のサービスの提供を目指します。 

② 効率的な企業運営 

 社内システムや組織体制の見直し、業務改善等を通じて業務の効率化を図るとともに、成長率が高く利益率

が高い事業分野に積極的に資源を投入することにより、収益性を高め効率的な企業運営を目指します。 

③ 信頼される企業 

 従業員のモラルとモチベーションを高めながら、業績の向上、透明性の高い経営体制の維持、コンプライア

ンス・情報管理の徹底、優秀な人材の育成等を通じて、株主やユーザー・仕入先等のお取引先から信頼される

企業を目指します。 

  

（４）会社の対処すべき課題 

 前記「（３）中長期的な会社の経営戦略」に掲げた目標に対して、対処すべき課題として以下の施策に取り組ん

でまいります。 

① 全国に拠点展開するにあたって、業務のシステム化、業務フローの改善等により、さらなる生産性の向上に

取り組む必要があります。 

② 当社グループは、さらなる業容の拡大をするために、市場のニーズに呼応した新たな事業を展開していく必

要があります。また、これらの新規事業やサービスの早期収益化を目指してまいります。 

③ 優秀な人材の育成は、経営基盤を維持し、拡大する上で不可欠であり、今後も教育研修制度の充実による人

材育成の強化に取り組む必要があります。 
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４．連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表 

  

    （単位：千円）

  
前連結会計年度  

(平成24年12月31日)  
当連結会計年度  

(平成25年12月31日)  

資産の部      

流動資産      

現金及び預金  1,115,473 1,445,884 

受取手形及び売掛金  2,522,867 3,266,193 

電子記録債権  94,000 272,587 

商品  661,635 1,132,389 

その他  83,475 90,702 

貸倒引当金  △12,008 △8,457 

流動資産合計  4,465,444 6,199,299 

固定資産      

有形固定資産      

建物（純額）  31,926 28,350 

工具、器具及び備品（純額）  10,106 9,711 

有形固定資産合計  42,033 38,062 

無形固定資産      

顧客関係資産  241,652 170,925 

その他  63,748 117,939 

無形固定資産合計  305,401 288,864 

投資その他の資産      

投資有価証券  10,176 11,268 

繰延税金資産  4,644 4,196 

その他  155,954 157,077 

貸倒引当金  △76,645 △77,963 

投資その他の資産合計  94,130 94,579 

固定資産合計  441,564 421,505 

資産合計  4,907,009 6,620,805 

負債の部      

流動負債      

買掛金  1,871,591 3,263,732 

短期借入金  700,000 - 

1年内返済予定の長期借入金  234,060 436,003 

未払法人税等  73,471 106,481 

賞与引当金  36,282 45,551 

その他  127,890 127,889 

流動負債合計  3,043,295 3,979,658 

固定負債      

長期借入金  273,045 848,661 

資産除去債務  15,808 16,059 

固定負債合計  288,853 864,720 

負債合計  3,332,149 4,844,378 
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    （単位：千円）

  前連結会計年度  
(平成24年12月31日)  

当連結会計年度  
(平成25年12月31日)  

純資産の部      

株主資本      

資本金  250,865 261,578 

資本剰余金  201,000 234,672 

利益剰余金  1,138,394 1,275,955 

自己株式  △14,979 - 

株主資本合計  1,575,280 1,772,206 

その他の包括利益累計額      

その他有価証券評価差額金  △420 216 

その他の包括利益累計額合計  △420 216 

新株予約権  - 4,004 

純資産合計  1,574,860 1,776,426 

負債純資産合計  4,907,009 6,620,805 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

（連結損益計算書） 

  

    （単位：千円）

  
前連結会計年度  

(自 平成24年１月１日  
 至 平成24年12月31日)  

当連結会計年度  
(自 平成25年１月１日  

 至 平成25年12月31日)  

売上高  16,583,858 20,562,546 

売上原価  14,408,578 18,118,297 

売上総利益  2,175,279 2,444,249 

販売費及び一般管理費  2,001,558 2,108,271 

営業利益  173,721 335,978 

営業外収益      

受取利息  311 301 

受取配当金  1,127 790 

広告料収入  2,100 2,329 

その他  1,275 1,099 

営業外収益合計  4,814 4,520 

営業外費用      

支払利息  9,889 10,088 

支払手数料  - 2,700 

その他  69 340 

営業外費用合計  9,959 13,129 

経常利益  168,576 327,369 

特別利益      

保険解約返戻金  28,308 - 

特別利益合計  28,308 - 

特別損失      

投資有価証券売却損  3,822 - 

特別損失合計  3,822 - 

税金等調整前当期純利益  193,062 327,369 

法人税、住民税及び事業税  97,675 151,351 

法人税等調整額  △11,643 △5,199 

法人税等合計  86,031 146,152 

少数株主損益調整前当期純利益  107,031 181,216 

少数株主損失（△）  - △1,470 

当期純利益  107,031 182,686 
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（連結包括利益計算書） 

  

    （単位：千円）

  
前連結会計年度  

(自 平成24年１月１日  
 至 平成24年12月31日)  

当連結会計年度  
(自 平成25年１月１日  

 至 平成25年12月31日)  

少数株主損益調整前当期純利益  107,031 181,216 

その他の包括利益      

その他有価証券評価差額金  8,266 636 

その他の包括利益合計  8,266 636 

包括利益  115,297 181,852 

（内訳）      

親会社株主に係る包括利益  115,297 183,322 

少数株主に係る包括利益  － △1,470 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

前連結会計年度（自 平成24年１月１日 至 平成24年12月31日） 

  

  

        （単位：千円）

   株主資本  

   資本金  資本剰余金  利益剰余金  自己株式  株主資本合計  

当期首残高  250,865 201,000 1,076,489 △14,979 1,513,375 

当期変動額            

新株予約権の行使  － －   － － 

剰余金の配当      △45,126   △45,126 

当期純利益      107,031   107,031 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）            

当期変動額合計  － － 61,905 － 61,905 

当期末残高  250,865 201,000 1,138,394 △14,979 1,575,280 

         

   その他の包括利益累計額  
新株予約権  純資産合計  

   
その他有価証券評価
差額金  

その他の包括利益累
計額合計  

当期首残高  △8,686 △8,686 － 1,504,688 

当期変動額          

新株予約権の行使        － 

剰余金の配当        △45,126 

当期純利益        107,031 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）  8,266 8,266 － 8,266 

当期変動額合計  8,266 8,266 － 70,171 

当期末残高  △420 △420 － 1,574,860 
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当連結会計年度（自 平成25年１月１日 至 平成25年12月31日） 

  

  

        （単位：千円）

   株主資本  

   資本金  資本剰余金  利益剰余金  自己株式  株主資本合計  

当期首残高  250,865 201,000 1,138,394 △14,979 1,575,280 

当期変動額            

新株予約権の行使  10,713 33,672   14,979 59,365 

剰余金の配当      △45,126   △45,126 

当期純利益      182,686   182,686 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）            

当期変動額合計  10,713 33,672 137,560 14,979 196,926 

当期末残高  261,578 234,672 1,275,955 - 1,772,206 

         

   その他の包括利益累計額  
新株予約権  純資産合計  

   
その他有価証券評価
差額金  

その他の包括利益累
計額合計  

当期首残高  △420 △420 － 1,574,860 

当期変動額          

新株予約権の行使        59,365 

剰余金の配当        △45,126 

当期純利益        182,686 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）  636 636 4,004 4,640 

当期変動額合計  636 636 4,004 201,566 

当期末残高  216 216 4,004 1,776,426 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

  

    （単位：千円）

  
前連結会計年度  

(自 平成24年１月１日  
 至 平成24年12月31日)  

当連結会計年度  
(自 平成25年１月１日  

 至 平成25年12月31日)  

営業活動によるキャッシュ・フロー      

税金等調整前当期純利益  193,062 327,369 

減価償却費  100,296 94,642 

貸倒引当金の増減額（△は減少）  6,807 1,502 

賞与引当金の増減額（△は減少）  △5,644 9,269 

受取利息及び受取配当金  △1,438 △1,091 

支払利息  9,889 10,088 

株式報酬費用  - 4,004 

固定資産除却損  69 340 

保険解約返戻益  △28,308 - 

売上債権の増減額（△は増加）  △146,662 △926,966 

たな卸資産の増減額（△は増加）  △176,475 △470,650 

仕入債務の増減額（△は減少）  98,921 1,392,141 

その他  1,129 9,494 

小計  51,646 450,143 

利息及び配当金の受取額  1,437 1,090 

保険解約返戻収入  64,734 - 

利息の支払額  △9,752 △10,255 

法人税等の支払額  △16,538 △118,943 

営業活動によるキャッシュ・フロー  91,527 322,034 

投資活動によるキャッシュ・フロー      

定期預金の預入による支出  △105,000 △5,000 

定期預金の払戻による収入  202,000 54,000 

有形固定資産の取得による支出  △4,627 △3,027 

無形固定資産の取得による支出  △4,421 △80,460 

事業譲受による支出  △30,086 - 

投資有価証券の売却による収入  28,824 - 

子会社株式の取得による支出  - △1,470 

その他  △465 △40 

投資活動によるキャッシュ・フロー  86,223 △35,998 

財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の増減額（△は減少）  100,000 △700,000 

長期借入れによる収入  - 1,200,000 

長期借入金の返済による支出  △238,865 △422,441 

ストックオプションの行使による収入  - 59,365 

配当金の支払額  △44,420 △45,020 

少数株主からの払込みによる収入  - 1,470 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △183,285 93,374 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △5,534 379,410 

現金及び現金同等物の期首残高  1,072,008 1,066,473 

現金及び現金同等物の期末残高  1,066,473 1,445,884 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

  

  

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 

１．連結の範囲に関する事項 

(1）連結子会社の数 2社 

  連結子会社の名称 株式会社リステック 

           株式会社らくさあ 

 上記のうち、株式会社らくさあについては、当連結会計年度において新たに設立したため、連結の範囲

に含めております。 

(2）主要な非連結子会社の名称等 

 該当事項はありません。 

  

２．持分法の適用に関する事項 

  該当事項はありません。 

  

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

 連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

  

４．会計処理基準に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

  その他有価証券 

  時価のあるもの 

   決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、 

  売却原価は移動平均法により算定）を採用しております。 

  時価のないもの 

   移動平均法による原価法を採用しております。 

  

② たな卸資産 

  商品 

   移動平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価 

  切下げの方法により算定)を採用しております。 

  

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

  定率法を採用しております。 

   ただし、平成10年４月１日以降取得した建物 (建物附属設備を除く)については定額法 

  によっております。 

   なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

  建物         ６～15年 

  工具、器具及び備品  ４～６年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

  定額法を採用しております。 

   なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間 (５年) 

  に基づいております。 

   また、顧客関係資産については、将来の収益獲得見込期間 (５年 )に基づく定額法 

  によっております。 
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(3）重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念 

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

  従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。 

  

(4）のれんの償却方法及び償却期間 

 合理的な年数(３年)で均等償却しております。 

  

(5）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少な

リスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

  

(6）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

① 消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

② リース取引開始日が平成20年12月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引 

  通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

 当社グループは、主に「情報機器販売事業」、「アスクルエージェント事業」により構成されているた

め、この２つの事業を報告セグメントとしております。 

 「情報機器販売事業」は主にコンピュータ、プリンター等の販売及びそれに付帯する設置保守のサービ

ス等を行っており、「アスクルエージェント事業」は、主にアスクル代理店を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成24年１月１日 至 平成24年12月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、派遣事業等を含んでおりま

す。 

   ２．当社グループは、報告セグメントに資産を配分していないため、「セグメント資産」及び「有形固定資産及

び無形固定資産の増加額」の記載を省略しております。 

  

        （単位：千円）

  報告セグメント  
その他  
（注）１  

合計  
  

情報機器販売  
事業  

アスクルエージ 
ェント事業  

計  

売上高            

外部顧客への売上高  12,265,549 4,313,892 16,579,441 4,416 16,583,858 

セグメント間の内部売上高

又は振替高  
－ － － － － 

計  12,265,549 4,313,892 16,579,441 4,416 16,583,858 

セグメント利益又は損失(△)  202,254 △23,707 178,546 △4,825 173,721 

その他の項目            

減価償却費  25,179 73,213 98,393 1,903 100,296 

のれん償却費  5,850 － 5,850 － 5,850 
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当連結会計年度（自 平成25年１月１日 至 平成25年12月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、派遣事業等を含んでおりま

す。 

   ２．当社グループは、報告セグメントに資産を配分していないため、「セグメント資産」及び「有形固定資産及

び無形固定資産の増加額」の記載を省略しております。 

  

【関連情報】 

前連結会計年度(自平成24年１月１日 至平成24年12月31日)  

１．製品及びサービスごとの情報  

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。  

  

２．地域ごとの情報  

(1) 売上高  

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。  

(2) 有形固定資産  

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。  

  

３．主要な顧客ごとの情報  

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、記

載を省略しております。  

  

当連結会計年度(自平成25年１月１日 至平成25年12月31日)  

１．製品及びサービスごとの情報  

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。  

  

２．地域ごとの情報  

(1) 売上高  

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。  

(2) 有形固定資産  

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。  

  

３．主要な顧客ごとの情報  

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、記

載を省略しております。  

  

        （単位：千円）

  報告セグメント  
その他  
（注）１  

合計  
  

情報機器販売  
事業  

アスクルエージ 
ェント事業  

計  

売上高            

外部顧客への売上高  15,940,291 4,621,567 20,561,859 687 20,562,546 

セグメント間の内部売上高

又は振替高  
－ － － － － 

計  15,940,291 4,621,567 20,561,859 687 20,562,546 

セグメント利益又は損失(△)  376,118 △39,972 336,146 △167 335,978 

その他の項目            

減価償却費  21,824 72,813 94,638 4 94,642 

のれん償却費  10,028 1,470 11,498 － 11,498 
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自 平成24年１月１日 至 平成24年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自 平成25年１月１日 至 平成25年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

前連結会計年度（自 平成24年１月１日 至 平成24年12月31日） 

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

  

当連結会計年度（自 平成25年１月１日 至 平成25年12月31日） 

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

  

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

前連結会計年度(自 平成24年１月１日 至 平成24年12月31日)  

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度(自 平成25年１月１日 至 平成25年12月31日)  

 該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

（注）１．前連結会計年度潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。 

  

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 

  

  
前連結会計年度 

（自 平成24年１月１日 
至 平成24年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年１月１日 
至 平成25年12月31日） 

１株当たり純資産額 802円68銭 869円09銭 

１株当たり当期純利益金額 54円55銭 92円96銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 － 91円47銭 

  
前連結会計年度 

（自 平成24年１月１日 
至 平成24年12月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年１月１日 
至 平成25年12月31日） 

１株当たり当期純利益金額     

当期純利益金額（千円） 107,031 182,686 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 107,031 182,686 

期中平均株式数（株） 1,962,000 1,965,212 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額     

当期純利益調整額(千円) － － 

普通株式増加数(株) － 32,052 

（うち新株予約権）  － （32,052） 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在

株式の概要 

旧商法第280条ノ20及び第280条

ノ21の規定に基づき発行した新

株予約権（新株予約権の数787 

個）。  

－ 
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